
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

《ひぐちん通信》2014201420142014 年年年年 7777 月号月号月号月号    

ひぐちん通信 
日口鋼管株式会社 〒547-0001 大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2016 年 7 月号（vol.28） 

◆“給食制度”はじめました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。日口鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第２８号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、５月から私たちの会社では“給食制度”をはじめました。業者さんに給食を

宅配してもらい、社員の皆さんは１食２００円の自己負担で利用できるものです。 

前々から社員の皆さんの“食”が気になっていました。お昼ご飯を、もちろん家か

らお弁当を持ってきている人や、近くの食堂に行っている人もいますが、カップラー

メンで済ます人もいて、ちょっと栄養面で好ましくないなぁと思っていました。 

そんなときに、業界は違いますが、社員食堂を持ち、また、専門の業者を入れて

美味しい昼食を提供している会社さんの事を知り、うちもそういうことをしたいなぁと

思いました。ただ、それをするには膨大なコストがかかり、ちょっと厳しい・・・。 

そこで、社員食堂は無理でも、まず自分たちにできることはないかと考えた中で

出てきたのが“給食制度”でした。実は、第二工場の社員数名がもともと給食を取っ

ていまして、それを全社に広めてみようと思いました。 

具体的には、小川給食さんと浅田給食さんの二者択一で（最近は、両方とも量が

多いと女性陣から声がありましたので、セブンイレブンの宅配弁当サービス“セブン

ミール”も検討中で）社員負担は、どれを選んでも１食一律２００円です。５月に始め

利用者も少しずつ増え（月に１回以上）利用したのは社員の半数を超えました。 

ちなみに、この“給食制度”をはじめるにあたり、私にはこんな想いもありました。

昔、社員がまだ少なかったときは、皆で顔をつきあわして一カ所でお昼を食べて 

いたのですが、人数が増えていくにつれ、いつのまにか散り散りばらばらに。私は

皆で一カ所に集まって食べることは、コミュニケーションの面から見ても、とてもいい 

ことだと思っていて、それを復活させたいという想いがありました。 

最後に、みなさんの会社では、社員さんのお昼ご飯はどのように

されておりますでしょうか？参考になるご意見などありましたら、 

お聞かせいただけると嬉しいです。 



 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）    EEEE メールメールメールメール：：：：hirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.com    

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆そこか情報◆ 

（そ即納・こ小口対応・か加工）当社の改善の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきまして、どうもありがとうございました！さて、

先日、休日を利用して娘２人と、それから私の母を連れて東京に行って来ました。 

上の娘（大阪芸大生）の就職内定祝いのためです。国立新美術館（ルノワール展）、

東京現代美術館（ピクサー展）とはしごし、翌日は（ピクサーの親会社がディズニー

ということもあり）ディズニーランドにも行って来ました。将来のことはわかりませんが

いつかの後継者のことを考えたりもし、がんばってきました（笑）。樋口 

④弊社では立って会議をします。円卓は

アイリスオーヤマ製です。 

②不要な場所の

照明を消せるよ

うに、どのスイッ

チがどの照明器

具なのかを可視

化しました。 

③文房具を陳列

形式で整理し、

それぞれに１本

価格のラベルを

貼りました。 

①工具類にラベル

を貼り形跡管理を

始めました。 


